
にっしん幸せまちづくりプランの実施状況 わたしのまちのしあわせづくり委員会
平成２８年３月２４日（木）

成果指標名 主な関係部署等
初期値

（Ｈ２６）
現状値

（Ｈ２７）
目標値

（Ｈ３１）
平成２７年度実施方針

平成２７年度実績
（ ○ 市の実績、◎ 社協の実績、● 市と社協の実績 ）

平成２８年度実施方針

福祉総合相談窓
口の設置【新
規】

福祉部局、企画
政策課

設置なし 設置あり 設置あり
機構改革を行い、生活
困窮者等の相談窓口を
設置。

○ 機構改革を行い、生活困窮者等の相談窓口として、「くらしサポー
ト窓口」を設置した。（相談者数：１１7人／月）

引き続き「くらしサポート
窓口」を開設。

地域たすけあい
相談員の配置
【新規】

社協 ０地区 －地区 ９地区
翌年度に向けた相談員
の増員手続きを進め
る。

● 社協に職員２名を地域たすけあい相談員として、兼務で配置した。
平成２８年度よりさらに増員できるよう、市と調整を行った。

新規職員採用を目指し、募
集を行う。

地域福祉課、社
協

１４回※ ５０回 ９５回
各区等で「計画説明
会」を開催。

● 各区において地域福祉計画の住民説明会等の座談会を開催した。
（計画説明会：１８区、つどいの場説明：９区、その他：６回）
また、にぎわい交流館と協力し、団体交流会で説明を行った。
協働組織を設置している地区については、地域住民を対象とした住民
座談会を開催した。（南ケ丘・御岳）

引き続き座談会を実施し、
地域のニーズに合った支援
等について協議。

a ※小地域活動モデル地区での過去5年間の開催数

地域福祉課、社
協

２か所※ ２か所※ １９か所
「計画説明会」の中で
協働組織の重要性を説
明。

● 各区における住民説明会の中で、協働組織の例・立ち上げのための
説明を行い、活動を検討される自治会等に出向き、役員向けの説明会
を行ったが、設置までには至っていない。

関心の高い地域等を重点
に、設置に向けた地域調整
を実施。

a ※南ヶ丘福祉まちづくり協議会、御岳福祉まちづくりの会

生活支援コー
ディネーターの
配置人数【新
規】

地域福祉課 ０人 ０人 ３人
総合生活支援事業の実
施方針を決定。

○ 生活支援体制の整備に向け、市民活動団体、ボランティア、民生委
員児童委員、介護保険事業関係者、地域包括支援センター等による勉
強会（円卓会議）を開催し意見交換を実施した。（３回）

生活支援コーディネータの
配置。

地域福祉課、社
協

０か所 ０か所 ９か所
「計画説明会」の中で
地域たすけあい会議の
重要性を説明。

● 各区において、地域福祉計画の住民説明会を開催し、地域の助け合
いの重要性について説明。（１８回）

引き続き座談会を実施し、
地域の要望に応じて説明を
実施。

a

成果指標名 主な関係部署等
初期値

（Ｈ２６）
現状値

（Ｈ２７）
目標値

（Ｈ３１）
平成２７年度実施方針

平成２７年度実績
（ ○ 市の実績、◎ 社協の実績、● 市と社協の実績 ）

平成２８年度実施方針

地域福祉課、介
護福祉課、子育
て支援課、健康
課、生活安全
課、学校教育
課、収納課、社
協

未実施 実施 実施
包括ケアの体制づくり
に向けた検討会議を開
催。

● 地域福祉課、収納課、相談支援員、社協、支援センターなどの職員
が連携し、生活困窮者自立支援事業支援調整会議を定期的に開催し
た。（月１回）
また、個々の支援者の状況に応じて、逐次個別ケア会議を開催した。

生活困窮者自立支援事業支
援調整会議の充実。
相談体制の連携及び強化を
検討。

◎
生活困窮者等に
関する研修会開
催回数【新規】

社協 ０回／年 １回／年 １回／年 研修会を開催。
◎「生きづらさを抱える人を支えるために」講演会をを開催した。
（参加者４７名）その後、「若者支援活動立ち上げ講座」を企画し、
支援者の養成に努めている。

活動の立ち上げと関係機関
とのネットワークを築くた
めの講座等を開催予定。

【１】市内すべての地域をつなぐ横断組織の設置と活動の拡充

【２】新たな要支援者層や困りごとを抱える人への支援

優先
◎

地域での座談会
等開催回数

◎
区・自治会での
協働組織の設置

地域たすけあい
会議の設置【新
規】

横断的な専門部
署の個別ケア会
議の開催【新
規】

◎
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にっしん幸せまちづくりプランの実施状況 わたしのまちのしあわせづくり委員会
平成２８年３月２４日（木）

成果指標名 主な関係部署等
初期値

（Ｈ２６）
現状値

（Ｈ２７）
目標値

（Ｈ３１）
平成２７年度実施方針

平成２７年度実績
（ ○ 市の実績、◎ 社協の実績、● 市と社協の実績 ）

平成２８年度実施方針

地域福祉課、社
協

３か所※ ３か所※ ５か所
新規交流会のためのア
ンケート等を行う。

◎ 生きづらさを抱える若者の支援者となる、「若者支援活動立ち上げ
講座」の受講者と共に、支援活動について考えた。

継続して若者支援活動を支
援者と共に考え、ニーズに
応じた居場所づくりを検討
する。

※介護者のつどい、精神障害者の居場所「すばる」、認知症カフェ

地域福祉課、社
協

６９% ７３％ ７５％
生活困窮者自立支援事
業を開始。

● 支援員による定期的な面談や情報提供を行い、安定した生活に向け
た自立支援を行っている。

引き続き、自立に向けた支
援を実施。また、生活困窮
者自立支援事業を推進する
ことにより、生活保護を受
給する前に就労できる環境
を支援。

a

成果指標名 主な関係部署等
初期値

（Ｈ２６）
現状値

（Ｈ２７）
目標値

（Ｈ３１）
平成２７年度実施方針

平成２７年度実績
（ ○ 市の実績、◎ 社協の実績、● 市と社協の実績 ）

平成２８年度実施方針

地域福祉課、社
協

４,１９３名※ ４,９９０名 ５,５００名
まちの守り人講座等を
開催。

○ つどいの場を含めた地域活動に関心がある方対象に、「居場所づく
り」や「つながりを生む仕掛け」などを学ぶ「場リスタ養成講座」を
開催した。（連続５回講座のうち、３回までの参加者延べ８５名）
◎ その他、災害ボランティアコーディネーター養成講座、傾聴ボラン
ティア養成講座にて、活動者の養成を行った。
認知症サポーター４，８４９人、災害ボランティア１０７人、傾聴ボ
ランティア１１１人

引き続き、各種養成講座を
開催。

a ※認知症サポーター3,997、災害ボランティア101、傾聴ボランティア95

こども１１０番
登録戸数

学校教育課 ５４８戸 ５３６戸 ６００戸
学校等を通じた啓発を
行う。

○ 教育委員会と学校を中心として啓発を行い、新規登録者の獲得に努
めた。新規登録者のところへは学校から先生が直接出向き、通学路こ
ども１１０番の家として適切な場所であるかを確認した上で、子供達
の安全のための協力のお願いをし、看板をお渡ししている。

教育委員会と学校を中心と
して啓発を行う。

認知症高齢者徘
徊模擬訓練実施
回数

地域福祉課 ０回／年 ０回／年 ２回／年
実施に向けた検討を行
う。

○ 区・自治会関係者、民生委員児童委員、地域包括支援センター等関
係者による協議の場を設置し、認知症徘徊時の捜索体制について意見
交換を実施した。（会議：２回、地域会議：五色園１回、南ケ丘５
回）

認知症への理解促進を深
め、徘徊模擬訓練など地域
における取組促進を図る。

防災訓練実施回
数

危機管理課 ２回／年 ２回／年 ２回／年
２小学校区で実施。南
小、赤池小を予定。

○ 平成２７年６月７日（日）南小学校、１１月１日（日）赤池小学校
の2小学校区で防災訓練を開催し、合わせて約２,２００名の参加があっ
た。

西小、竹の山小にて実施予
定。

地域の自主防災
組織数

危機管理課 ３２団体 ３６団体 ３５団体
区等を対象に啓発を行
う。

○ 新たに自主防災組織が設立され３６団体となった、
新たな自主防災組織設立へ
の支援を行う。

【２】新たな要支援者層や困りごとを抱える人への支援

【３】協働による地域の見守り支援体制の充実

当事者交流会の
場づくり

生活保護世帯の
就労率

◎
見守り活動養成
人数
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にっしん幸せまちづくりプランの実施状況 わたしのまちのしあわせづくり委員会
平成２８年３月２４日（木）

成果指標名 主な関係部署等
初期値

（Ｈ２６）
現状値

（Ｈ２７）
目標値

（Ｈ３１）
平成２７年度実施方針

平成２７年度実績
（ ○ 市の実績、◎ 社協の実績、● 市と社協の実績 ）

平成２８年度実施方針

地域の自主防犯
組織数

生活安全課 ２６団体 ２８団体 ２９団体
区等を対象に啓発を行
う。

○ 2団体の増加について、設立支援を行った。また、青パト実施講習
会について市と自主防犯団体で共催した。そのほか、県補助事業４０
０，０００円（東山区防犯パトロール隊）について支援を行った。

平成２７年度から相談が
あった、岩藤区の自主防犯
団体の設立支援を行う。
大学連携として、愛知学院
大学と協議を行う。

地域での座談会
等開催回数

再掲 １４回※ ９５回

災害時要援護者
数

危機管理課 １,１２４人 １,０９２人 １,３７０人
区等を対象に啓発を行
う。

○ 施設入居者や死亡者数が加入者数を上回り、約３０人の減少となっ
た。

引き続き、民生委員児童委
員や地域の協力を得なが
ら、災害時要援護者の把
握、登録を行う。

高齢者世帯福祉
票登録世帯数

地域福祉課 ９０６世帯 １,００５世帯 １,１５０世帯
民生委員児童委員等を
通じた啓発を行う。

○ 民生委員児童委員定例会において、実態の把握に努めていただくよ
う啓発を実施した。

民生委員児童委員等を通じ
た啓発を、引き続き行う。

民生委員児童委
員による赤ちゃ
ん訪問の割合

健康課 ９８％ ９７％ １００％
母子保健事業等を通じ
た啓発を行う。

○ 子育ての孤立化を防ぐため、生後４か月を迎えるまでの全ての乳児
がいる家庭を、おおよそ生後２～３か月頃に訪問している。民生委員
児童委員・主任児童委員による訪問と助産師等による訪問の２種類あ
り、保護者に選択してもらい実施した。

引き続き訪問を実施し、要
支援家庭を把握した場合に
早期に適切な支援を行って
いく。

地域福祉課、社
協

０回／年 ３回／年 ２回／年
福祉事業者に対するア
ンケート等を行う。

○ 生活支援体制の整備を進めるため、市民活動団体、ボランティア、
介護事業関係者等生活支援サービスの担い手との情報の共有・連携強
化の場を設置した。（地域支えあい円卓会議：3回）

引き続き、多職種による情
報共有及び意見交換の機会
を設置。

市民協働課、社
協

５１件／年 １３４件／年 １００件／年
相談事務の開催場所増
設等検討。

● 市民活動の情報発信、市民・団体交流の促進、市民提案型事業の充
実を図るため、団体・社協・行政内各部署との連携を強化した。
○ また、市民活動祭・にぎわい交流館事業等の充実を図り、相談受入
体制の充実のため、職員のスキルアップも継続的に行った。
◎ さらに、社協においては、約２週間ほどの強化期間を年２回設定
し、ボランティア相談を図書館にて追加実施した。ボランティア紹介
のパネル展示やボランティアニーズアンケートを実施した。

広報、市民活動ガイドブッ
ク、団体イベントカレン
ダー等による市民への啓発
及び団体訪問・相談支援等
による団体の活動支援の強
化。市民活動推進事業及び
にぎわい交流館事業の充
実。市民活動祭の充実。
社協においては、引き続
き、図書館での相談を実
施。ボランティアのニーズ
を明確にして、ボランティ
ア活動を希望する方に合っ
た効率的な情報提供を行
う。

各種ボランティ
ア養成講座受講
者延人数

社協 ２６５人／年 ２８９人／年 ３００人／年 新規講座を開設する。

◎ 障害者支援に関する体験が出来るボランティア入門講座や退職者男
性を狙ったボランティアサンタ養成講座等を新設し、活動に向けた初
期支援を行った。その他、全７つの養成講座において、活動者の養成
を行った。（災害ボランティアコーディネーター養成講座、ボラン
ティア入門講座、点訳ステップアップ講座、聴覚障害者サポートボラ
ンティア養成講座、サンタボランティア養成講座、傾聴ボランティア
養成講座、おたっしゃボランティア）（２５４人）
○ また、市では近隣市町と協力し、手話体験講座（１８人）、手話奉
仕員養成講座（１７人）を行った。

関連する養成講座を結びつ
け、幅広い参加者と周知の
拡大を目指し、講座の見直
しを行う。

【３】協働による地域の見守り支援体制の充実

福祉事業者交流
会開催回数【新
規】

市民活動に関す
る相談件数
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にっしん幸せまちづくりプランの実施状況 わたしのまちのしあわせづくり委員会
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a

成果指標名 主な関係部署等
初期値

（Ｈ２６）
現状値

（Ｈ２７）
目標値

（Ｈ３１）
平成２７年度実施方針

平成２７年度実績
（ ○ 市の実績、◎ 社協の実績、● 市と社協の実績 ）

平成２８年度実施方針

地域福祉課、市
民協働課、生涯
学習課、社協

未実施 実施 実施
情報集約のシステム検
討会議を開催。

● 団体・社協・行政内各部署との連携を強化し、協働担当者会議を開
催した。社協とにぎわい交流館の人材情報の整理を行い、市民活動団
体の情報をまとめたガイドブックを作成した。ガイドブック作成の際
には、広報等でも募集し、あわせて人材情報を集約した。

ボランティアセンターでの
個人登録の推進。
集約された情報の、提供方
法や活用方法などを検討。

地域福祉課、社
協

未実施 未実施 実施
情報集約のシステム検
討会議を開催。

● 団体・社協・行政内各部署との連携を強化し、協働担当者会議を開
催した。情報の集約の検討のため、既存情報の確認と市独自の情報に
ついて情報収集を行う。

引き続き、連携会議を行
い、情報の提供方法につい
て、協議・検討。

地域福祉課、都
市計画課、社協

未実施 実施 実施
市内の空家等の調査を
行う。

○ 区長・市民から提供頂いた情報などを用い、空家と思われる戸建て
建築物を対象に外観目視による現地調査を行い、空家と判断される建
築物の所有者に対して、今後の管理活用方法などについて確認するた
めのアンケート調査を実施し、空家のデータベースを構築した。
◎ また、中央福祉センターの利便性の向上を図るため、利用団体登録
について、社会福祉法人や市民活動団体などに対する利用登録を検討
し、実施した。

空き家データベースの活
用。空き家を用いた地域活
動に関する事例を参考と
し、地域に応じた提案を行
う。

地域福祉課、社
協

１事業者 １事業者 ３事業者
福祉有償運送等支援者
養成事業を開始。

○ 福祉有償運送事業者の新規立上げを支援するため、事業実施団体を
公募し補助金を交付した。（補助金交付：２団体、３,０００,０００円
見込み）

４～５月に２事業者が事業
を開始するため、市民への
周知及び効果的な運営方法
について、協議を行う。

a

成果指標名 主な関係部署等
初期値

（Ｈ２６）
現状値

（Ｈ２７）
目標値

（Ｈ３１）
平成２７年度実施方針

平成２７年度実績
（ ○ 市の実績、◎ 社協の実績、● 市と社協の実績 ）

平成２８年度実施方針

◎
つどいの場の開
設

地域福祉課、社
協

２２カ所※ ４７カ所 ５０カ所

「計画説明会」の中で
「つどいの場」の重要
性を説明。並行して、
「つどいの場」支援の
実施方針を決定。

● 「計画説明会」の中で、「つどいの場」の重要性を説明し、開設希
望者へ相談に乗るなどの支援を行った。
○また、「つどいの場」プロジェクトとして設置運営マニュアルや啓
発物品の作成を行い、その中で「つどいの場」の整理を行った。
市民による新規立ち上げや運営の支援については、運営団体への補助
金を事業内容に応じて交付した。

　　ほっとカフェ：１５カ所、ぷらっとホーム：6カ所、
　　ふれあい・いきいきサロン：１４カ所、
　　体操スポット１０カ所
　　補助金交付：１１団体、８５０,０００円（見込み）

引き続き「計画説明会」の
中で「つどいの場」の重要
性を説明。並行して、作成
したマニュアルや啓発物品
を活用し、「つどいの場」
の開設や拡充を支援。

※ほっとカフェ9、ぷらっとホーム6、ふれあい・いきいきサロン7

【５】つどいの場の創設支援

助成金等の情報
の集約【新規】

空家等の情報集
約【新規】

福祉有償運送実
施事業者数

◎

◎

地域の人材情報
の集約【新規】

【４】地域福祉活動の継続支援に向けた情報の集約と支援体制の再編
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 にっしん「場 リスタ」養成講座 ①  

～あなたも場づくりマスターに！はじめの一歩編～ 

  リスタ／BARISTA 全５回分のプログラム  

日 程  会 場  おもなプログラム案  人 

【1】  

1 月 23 日  

（土）  

13：30  

～16：00  

市役所 

南庁舎 

第 5 会議室  

出会い、知り合う（コミュニケーション）  

□開講にあたって（前提条件の共有）  

□ときほぐし 名札づくり～４つの窓～傾聴  

□夢語り この講座を通して身に付けたいもの 

わたしこんなことでなら役に立てます  

２８ 

【2】  

2 月 6 日  

（土）  

13：30  

～16：00  

市役所 

南庁舎 

第 5 会議室  

場をあたためる（ときほぐしの技術を学ぶ）  

□みんなで、にっしん体操♪  

□場の力を知る～会場の配置って？  

□チーム力の向上 工事現場～まつがいさがし  

□ちょこっと講座～実践 「あなたもアイスブレイカー」  

□ふりかえり「やってみて、どうだった？」  

２９ 

【3】  

2 月 27 日  

（土）  

13：30  

～16：00  

市役所 

南庁舎 

第 5 会議室  

おもてなし（ゲスト講演と助言＆相談会）  

□受講生によるときほぐし  

□おはなし 土屋節子さん（元「まちの縁側 MOMO」主宰）  

□班で放そう「お話を聞いて」  

□ゲストによる助言＆相談会  

２８ 

【4】  

3 月 12 日  

（土）  

13：30  

～16：00  

市役所 

南庁舎 

第 5 会議室  

企画力を高める（対話から創造へ）  

□受講生によるときほぐし  

□ちょこっと講座  

□役割別の班に分かれて作戦会議  

＊会場計画班  ＊ときほぐし班  

＊テーブルマスター班  ＊広報宣伝班   

【5】  

3 月 27 日  

（日）  

13：30  

～16：00  

中央福祉 

センター  

2 階 

多機能室  

さあ実践へ（おしゃべりカフェの開催）  

□受講生によるときほぐし  

□おしゃべりカフェ 1 巡め、２巡め  

□カフェをやってみてのふりかえり  

□講座全体のふりかえり～ひとこと語り  

□講座修了式  
 

 

 



つどいの場補助金申請一覧

申請
番号

新規
開設等 受付日 団体名 つどいの場の名前 所在地　

1 ９月２５日 ほっとカフェ芦廻間 ほっとカフェ芦廻間 日進市岩崎町

2 ９月２８日 ほっとカフェ１３ ほっとカフェ１３ 日進市岩崎町

3 ９月２８日 橦木団地 ほっとカフェ８ 橦木団地 ほっとカフェ８ 日進市藤枝町

4 ○ ９月２８日 アリスのつどい アリスのつどい 日進市梅森町

5 ９月２９日 ほっとカフェ１２にこにこ ほっとカフェ１２にこにこ 日進市藤枝町

6 ９月２９日 ほっとカフェ５香久山 ほっとカフェ５香久山 日進市香久山

7 ○ ９月３０日 椿ソーシャルアイデンティティサポート いちばん星の図書室 日進市折戸町

8 ○ ９月３０日 NPO法人 スマイルハウス つどいの場「なごみ館」 日進市東山

9 ９月３０日 地域交流ふれあい金曜日　楽しもう会 地域交流ふれあい金曜日　楽しもう会 日進市藤塚

10 ○ ９月３０日 いきいき野方 いきいき野方 日進市岩崎町

11 ○ ９月３０日 五色園ほっとカフェ 五色園ほっとカフェ 日進市五色園










